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大山小学校より 「中学生になる意欲と心構えを高めたい」との依頼を受け実現しました。 

全体説明では、二大行事や部活動、授業等、五中が大切にしていることを説明し、「ルール・約束を

守る」「先生の話・説明をしっかり聞く」「自分で考え・判断し行動する」の３つを大切にして欲しいと

伝えました。その後、各自の希望する授業体験をしました。感想の一部を紹介します。 
 

 

◇ 「税についての作文」                 
 ○ 鶴岡税務署長賞  3年 川上 「災害から学んだこと」 

 ○ 入選 3年 大沼 「国民負担率の国際比較」            

 ○ 入選 3年 小林河 「税金の使われ方」  

                

◇ 第 43回全国中学生人権作文コンテスト       
○ 山形県大会推薦 3年 大野 「障害者だから」           

    ※審査結果は改めてお知らせします                  

○ 鶴岡地区優秀賞 3年 阿部和 「カラフルな社会を」        

○ 鶴岡地区奨励賞 3年 齋藤愛 「長生きしてね」 

◇ 第 76回荘内書道展 
○ 特別賞 鹿野商店賞 普通部 1年 川上 

坂田商店賞 普通部 2年 中村  

 ○ 特選 普通部 1年 田中 

○ 金賞 １年 佐藤虹大瀧 松田梨 土田 佐藤名 

◇ いじめ防止標語 
 ○ 庄内地区 優良 ３年 阿部椿 

○ 鶴岡市 入選 １年 工藤 佐藤遥 ２年 奥山 

            ３年 阿部椿 佐藤多 大沼   

創 造 の 森 

 

理科の実験で「水素」について知りました。他の気体より軽い

ということや火と水素がふれると爆発することなどを知りまし

た。今日の先生の話や体験授業を通して、中学校に早く行き

たいと思うことができました。 

 

 

体育でバスケをして、中学校のリ

ングでゲームをして楽しかった。卒

業に向けて、まだ時計を見て行動

する時忘れてしまう時があるから、

しっかりチャイム前に行動したい。 

 

中学校の授業は教科ごとに先生が入れかわるこ

とを初めて知りました。今回は３０分だったけど、

中学校は５０分で小学校より少し長いので、集中

が切れないで先生の話をしっかり聞いてがんば

りたいです。 

数学をやりました。「算数…計算する 数学…説明する」という

ことを知りました。授業では、問題でわからない時は見方を変

えて見るることが大切だと知りました。来年の中学生活がもっ

と楽しみになりました。 

国語を選んで、ドラえもんの映画

タイトルの「のび太の」と「のび太

と」の違いを探りました。助詞と格

助詞という言葉を学びました。中

学校では、言葉をもっと使って話

さなければいけないと思いました。 

中学校生活や授業への期待感が膨らんだようですね。良かったです。 

また、小学校卒業までの新たな目標を抱いてくれた人が多かったようです。 

夢と希望を胸に、元気いっぱいに入学してくれることを楽しみにしています。 

体育 

国語 

理科 

 

数学 

 



 

 
 

11/22(金) 1年生                             

11/29(金) 2年生                             
 

   講師；菅原 弘昭 氏 
元 鶴岡一中校長  庄内教育事務所学力支援アドバイザー 現在 朝暘一小教頭マネジメント支援員 

 

現在の山形県公立高校入学者選抜は、2 月の推薦入試（全日制普通科・理数

科・探究科を除く学科のみ）と 3月の一般入試で行われています。 

R8年度入試（現 2年生の入試）からは、1月下旬(A日程)または 2月上旬

(B日程)の前期（特色）選抜（全校・全学科対象でＡＢ日程は各高校による）と 3

月の後期（一般）選抜で行われます。入試制度の何がどのように変わるのかを

知るとともに、日頃の学習の状況を振り返りながら、それぞれの進路実現に向

けた学習のあり方について考える機会とします。希望する保護者の方も一緒に、

親子で学ぶ機会です。 

 

 

 

 

 

 

日本公務員弘済会山形支部主催の令和６年度教育文化活動奨励「やまがた未来賞」を受賞する

ことができました。 

  平成５年(1993)旧大山中学校で始まり、以来 30 年、本校生徒が大山犬祭り行列の先陣を飾

る奴振に関わらせていただいています。本年度より学校教育目標を「自律 尊重 貢献～自ら学び 

心豊かに 共に高め合う生徒の育成～」と改定しました。「貢献」には、地域社会に貢献する学校・

生徒であること、地域の皆さまから愛される学校を創造したいとの

思いが込められており、将来にわたって地域社会と関わることので

きる人材を育むことをねらいとしたものです。 

今回の受賞を機に、これまでの生徒の育成に対する感謝の意を

表すとともに、今後も本校生が関わり続けるとの決意表明の機会に

したいと考えています。いただいた奨励金は、奴振の際に身に纏う

半纏や帯・脚絆等衣装の一部新調と校内に受賞記念コーナーを整

備する際の費用等にあてる予定です。ありがとうございました。 
 

１１／９（土） おうら観光ボランティアガイドの会 特別イベント 

 with 合唱部＆吹奏楽部 各部長から感想を聴きました

♬ 合唱部 
 田中彩渚さんと部員全員が心を通わせて演奏し、会場の皆様に私

達の歌を伝えられたことが嬉しかったです。会場準備をしてくださっ

た皆様や聞きに来てくださった地域の皆様から、温かい言葉をいた

だきました。更によい合唱を目指してがんばっていきます。 

♪ 吹奏楽部 

 ピアノが入ることによって、いつもの吹奏楽部員だけの演奏より華

やかになってきれいだったと思います。吹奏楽部・合唱部・彩渚さんとの 

アンコールでは、会場のお客さんも含めて合奏・合唱ができて楽しかったです。プロの音楽家の人

と一緒に演奏できて刺激を受けました。私たちも頑張っていきたいです。 

写真提供；大山自治会 

新しい入試制度を知り、現在

の学習状況を振り返りながら、

進路実現に向けた学習のあり

方を考えます。 

 

地域の歴史と文化が残る「大山犬祭り」 ～五中生が繋ぐ未来へのバトン～ 

 

 

 


